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第
九
節
ポ
ン
ペ
の
帰
国
　
一
八
六
二
年
一
月
（
文
久
元
年
十
二
月
頃
）
、
ポ
ン
ペ
は
長
崎
奉
行
高
橋
美
作
守
の
政
治
的
圧
迫
に
耐
え
兼
ね
、
遂
に
思
出
多
い
長
崎
の
地
を
離
れ
る
決
意
を
な
し
、
幕
府
に
対
し
て
同
年
末
頃
（
文
久
二
年
冬
）
に
は
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
帰
国
す
べ
き
旨
を
予
告
し
、
同
時
に
そ
の
頃
に
は
他
の
傭
医
師
を
交
替
と
し
て
契
約
す
る
準
備
を
行
う
べ
き
旨
を
も
附
加
え
た
。
然
し
幕
府
は
ポ
ン
ペ
に
な
お
数
年
間
の
長
崎
在
留
を
請
い
、
新
学
期
の
再
開
を
求
め
た
が
、
ポ
ン
ペ
は
謝
絶
し
た
。
そ
し
て
謝
絶
と
同
時
に
、
陽
暦
十
月
頃
（
九
月
頃
）
に
ま
だ
後
任
者
が
来
任
し
な
い
状
態
に
陥
ら
な
い
よ
う
再
度
附
言
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ポ
ン
ペ
は
自
分
の
後
任
者
が
偏
っ
た
方
向
に
医
学
生
を
指
導
し
、
不
行
屈
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
唯
一
人
で
医
学
を
教
授
し
て
も
、
常
に
一
方
に
偏
る
に
過
ぎ
な
い
し
、
ポ
ン
ペ
の
体
験
か
ら
考
え
て
も
自
分
の
学
問
の
停
滞
を
来
す
の
で
、
こ
の
際
、
斬
新
な
学
風
と
新
進
の
気
風
を
採
用
し
て
貰
う
べ
き
こ
と
を
思
い
、
そ
の
旨
を
伝
え
た
の
で
、
幕
府
は
ポ
ン
ペ
の
辞
意
が
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
醗
す
こ
と
の
で
き
ぬ
こ
と
を
察
し
、
遂
に
ポ
ン
ペ
に
そ
の
後
任
者
の
推
薦
を
依
頼
し
た
。
ポ
ン
ペ
は
直
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
々
医
フ
ァ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ニ
ル
ト
を
適
任
と
し
て
推
薦
し
た
が
、
パ
タ
ビ
ア
の
政
庁
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
こ
れ
は
公
使
の
忠
告
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
人
選
に
つ
い
て
は
ポ
ン
ペ
は
な
お
配
慮
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
代
理
人
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
》
」
・
ω
聾
3
ぎ
　
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
陸
軍
軍
医
学
校
教
授
一
等
軍
医
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
》
コ
ω
9δ
琶
9
b
を
直
ち
に
招
贈
す
べ
き
旨
を
提
議
し
た
。
文
久
二
年
三
月
二
十
七
日
（
一
八
六
二
年
四
月
二
十
五
日
）
、
　
高
橋
美
作
守
は
岡
田
安
房
守
と
連
署
し
て
「
和
蘭
医
官
ポ
ソ
ペ
代
り
之
者
呼
寄
候
様
申
上
置
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
日
本
に
在
留
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
（
公
使
は
パ
ー
ク
ス
）
は
政
治
的
交
渉
で
、
極
東
に
お
け
る
覇
権
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
て
、
幕
府
に
対
し
て
種
々
提
議
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
養
生
所
も
亦
イ
ギ
リ
ス
人
一85一
第
九
節
　
ポ
ン
ペ
の
帰
国
た
ち
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
勢
力
下
に
置
く
べ
き
準
備
を
整
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
し
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
渡
来
と
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
省
駐
日
事
務
官
ド
・
ウ
ィ
ッ
ト
及
び
後
任
公
使
フ
ァ
ン
・
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
努
力
に
よ
っ
て
養
生
所
の
イ
ギ
リ
ス
移
管
は
遂
に
実
現
し
な
か
っ
た
。
　
さ
て
、
ポ
ン
ペ
が
帰
国
の
決
意
を
し
て
約
一
ヶ
月
後
の
文
久
二
年
二
月
一
目
（
陽
暦
三
月
一
日
）
、
奉
行
高
橋
美
作
守
は
戸
町
村
字
古
川
の
海
岸
に
解
牛
場
を
開
設
す
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
の
諸
国
領
事
に
通
達
し
、
公
衆
衛
生
姦
奪
し
む
べ
莚
置
藷
廷
．
（
「
敏
壼
纏
麗
翻
難
渇
靱
」
）
　
　
御
廻
し
申
候
　
　
　
美
　
作
　
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
勘
定
方
　
　
　
帯
　
刀
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御
目
付
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
台
信
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
誠
一
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
太
輔
　
戸
町
村
之
内
字
古
川
海
岸
に
て
五
百
坪
之
地
所
為
解
牛
場
貸
渡
し
候
尤
　
此
段
各
国
同
業
之
も
の
自
然
追
々
渡
来
致
し
候
と
も
解
牛
場
之
儀
者
右
　
五
百
坪
之
場
所
二
限
り
候
間
二
付
為
念
書
面
為
取
替
置
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
　
　
文
久
二
年
二
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
美
作
守
　
　
　
　
　
し
よ
ん
じ
ゆ
う
を
る
す
足
下
　
　
　
　
　
い
ふ
じ
ま
い
ほ
る
く
足
下
　
　
　
　
　
せ
い
ー
ろ
れ
い
ろ
足
下
　
　
　
　
　
い
べ
め
つ
と
ま
ん
足
下
　
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
領
事
ウ
ォ
ー
ル
ス
は
二
月
四
目
（
陽
暦
三
月
四
日
）
、
現
在
で
も
事
足
る
と
返
事
を
送
っ
た
が
、
三
月
十
五
日
（
陽
暦
四
月
十
三
日
）
に
至
り
、
高
橋
美
作
守
は
強
硬
に
解
牛
場
の
設
立
を
達
し
た
。
第
七
号
二
月
四
日
癖
悔
附
之
書
要
披
閲
候
第
喜
之
書
面
二
申
　
進
候
通
り
解
牛
場
所
之
儀
此
度
取
極
候
二
付
向
後
獣
類
謬
候
も
の
相
増
　
候
共
右
場
所
二
限
り
談
判
可
致
候
此
段
再
答
勇
申
進
候
謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
　
文
久
二
任
三
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
美
作
守
　
　
　
　
　
し
よ
ん
し
う
を
る
す
足
下
　
こ
れ
に
関
す
る
文
書
に
は
醗
訳
の
翻
齪
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
高
橋
美
作
守
は
外
交
団
と
の
問
に
甚
だ
し
い
不
和
な
立
場
を
生
ず
る
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
年
閏
八
月
二
十
五
日
（
陽
暦
十
月
十
八
目
）
、
同
月
二
十
九
目
（
陽
暦
十
月
二
十
二
日
）
、
九
月
七
日
（
十
月
二
十
九
日
）
な
ど
、
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
領
事
ウ
ォ
一86一
ー
ル
ス
は
奉
行
所
と
こ
の
件
に
つ
い
て
書
簡
を
往
復
し
、
論
議
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
　
前
記
の
よ
う
に
、
丈
久
二
年
三
月
二
十
七
目
（
一
八
六
二
年
四
月
二
十
五
日
）
、
高
橋
美
作
守
は
各
国
領
事
と
の
交
渉
に
支
障
を
来
し
、
且
つ
ポ
ン
ペ
と
の
確
執
も
打
開
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
ま
ま
岡
田
安
房
守
と
連
署
し
て
宿
次
を
以
て
「
和
蘭
医
官
ポ
ン
ペ
代
リ
之
者
呼
寄
候
儀
申
上
置
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
た
。
そ
し
て
ポ
ン
ペ
は
後
任
推
薦
の
こ
と
も
あ
っ
て
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
い
る
上
海
に
赴
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
四
月
二
十
三
日
（
陽
暦
五
月
二
十
一
日
）
、
高
橋
美
作
守
は
岡
田
安
房
守
と
連
署
し
て
「
唐
国
上
海
江
御
雇
医
師
差
遣
候
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ポ
ン
ペ
は
帰
国
の
挨
拶
を
兼
ね
て
神
奈
川
に
赴
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
八
月
十
七
日
（
陽
暦
九
月
十
日
）
、
高
橋
美
作
守
の
辞
職
後
、
事
務
を
托
さ
れ
た
妻
木
源
三
郎
は
、
イ
ギ
リ
ス
船
便
を
以
て
「
長
崎
在
留
教
師
蘭
医
神
奈
川
表
江
向
ケ
出
帆
之
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
た
。
そ
し
て
閏
八
月
十
二
日
（
陽
暦
十
月
五
日
）
、
妻
木
源
三
郎
は
町
便
を
以
て
「
長
崎
表
在
留
教
師
蘭
医
帰
国
二
付
兼
而
申
上
置
候
被
下
物
等
之
儀
二
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
付
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
提
出
し
、
閏
八
月
二
十
四
日
（
陽
暦
十
月
十
七
日
）
、
　
湯
浅
貫
一
郎
を
経
て
こ
れ
を
受
取
っ
た
幕
府
は
養
生
所
完
成
に
よ
る
褒
賞
に
関
す
る
三
月
二
十
七
日
（
陽
暦
四
月
二
十
五
日
）
の
宿
次
を
以
て
進
達
さ
れ
た
高
橋
美
作
守
と
岡
田
安
房
守
連
署
の
「
長
崎
表
養
生
所
御
出
来
二
付
教
師
蘭
医
江
被
下
物
之
儀
二
付
奉
伺
候
書
付
」
に
対
す
る
返
書
と
同
時
に
閏
八
月
十
二
日
の
催
促
状
に
対
し
て
も
回
答
し
た
。
前
記
の
よ
う
に
、
ポ
ン
ペ
に
対
し
て
は
白
鞘
一
腰
と
大
和
錦
五
巻
が
幕
府
よ
り
贈
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
九
月
七
日
（
陽
暦
十
月
二
十
九
日
）
、
妻
木
源
三
郎
は
会
所
別
封
を
以
て
「
教
師
蘭
医
ポ
ン
ペ
江
銀
銭
引
替
遣
候
儀
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
た
。
幕
府
は
こ
れ
を
松
平
太
郎
を
経
て
受
取
っ
て
い
る
が
、
ポ
ン
ペ
に
対
す
る
幕
府
の
褒
賞
に
対
し
て
は
、
再
度
長
崎
奉
行
所
よ
り
催
促
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
九
月
二
十
八
日
（
陽
暦
十
一
月
十
九
日
）
、
　
宿
次
を
以
て
「
製
鉄
所
御
雇
蘭
人
井
蘭
医
ポ
ン
ペ
帰
国
二
付
被
下
物
之
儀
申
上
置
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
て
お
り
、
江
戸
よ
り
そ
の
返
書
が
宿
次
便
を
以
て
発
せ
ら
れ
た
の
は
十
月
二
十
九
日
（
陽
暦
十
二
月
二
十
日
）
で
、
前
記
褒
賞
に
関
す
る
返
書
が
町
便
を
以
て
発
せ
ら
れ
た
十
月
一87一
　
　
　
第
九
節
　
ポ
ソ
ペ
の
帰
国
十
六
日
（
陽
暦
十
二
月
七
日
）
よ
り
約
二
週
間
後
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
幕
府
の
謝
礼
品
が
ポ
ン
ペ
に
贈
ら
れ
た
の
は
ポ
ン
ペ
の
長
崎
出
帆
後
の
こ
と
で
、
そ
の
贈
与
を
長
崎
奉
行
所
は
十
二
月
二
十
七
日
（
一
八
六
三
年
二
月
十
五
日
）
、
宿
次
を
以
て
「
教
師
蘭
医
ポ
ン
ペ
江
被
下
物
相
渡
候
儀
申
上
置
候
書
付
」
に
お
い
て
幕
府
に
報
じ
、
幕
府
は
山
下
金
助
を
経
て
十
二
月
二
十
五
日
（
一
八
六
三
年
二
月
十
三
日
）
、
　
そ
の
進
達
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
て
ポ
ン
ペ
は
養
生
所
設
立
の
功
を
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
文
久
二
年
九
月
十
日
（
一
八
六
二
年
十
一
月
一
日
）
、
オ
ラ
ン
ダ
商
船
ヤ
コ
ブ
・
エ
ン
・
ア
ン
ナ
号
宣
o
昌
窪
》
b
壁
に
搭
乗
し
、
上
海
・
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
て
母
国
に
向
っ
た
。
然
し
航
海
の
途
中
、
乗
船
が
難
破
し
、
日
本
で
蒐
集
し
た
書
籍
・
地
図
・
標
本
そ
の
他
、
多
く
の
資
料
を
失
っ
た
。
漸
く
故
郷
フ
ォ
ー
ル
ス
ホ
ー
テ
ン
に
帰
着
し
た
の
は
、
文
久
三
年
一
月
二
日
（
一
八
六
三
年
二
月
十
九
日
）
で
、
数
年
ぶ
り
に
父
兄
に
再
会
し
た
の
で
あ
る
。
　
ポ
ン
ペ
の
著
述
を
こ
こ
で
示
し
て
置
こ
う
。
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散
華
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言
鉱
山
学
七
新
薬
朋
百
氏
薬
論
眼
科
摘
要
梅
毒
治
則
　
こ
れ
ら
刊
本
の
他
、
囲
も
重
学
（
物
理
学
）
、
め
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
精
神
科
学
、
外
科
学
、
及
ぶ
も
の
で
、
中
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
多
く
の
門
人
た
ち
の
手
記
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
門
人
に
就
学
し
た
人
々
も
こ
れ
ら
を
筆
写
し
て
学
ぶ
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
当
時
と
し
て
は
最
も
進
ん
だ
西
洋
医
学
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
八
木
称
平
訳
、
安
政
五
年
、
出
島
版
。
肥
前
藩
士
訳
刊
。
司
馬
凌
海
訳
、
関
寛
斎
補
、
文
久
二
年
刊
。
司
馬
凌
馬
訳
証
、
明
治
二
年
刊
。
佐
藤
舜
海
（
尚
中
）
訳
、
明
治
二
年
刊
。
松
本
蘭
疇
編
、
大
井
ト
新
校
補
、
明
治
二
年
刊
。
講
義
録
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
範
舎
密
学
（
化
学
）
等
、
一
般
教
養
科
目
を
始
　
　
薬
理
学
、
病
理
学
、
衛
生
学
、
内
科
学
、
　
眼
科
学
、
皮
膚
泌
尿
器
科
学
、
処
方
学
に
一89一
